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目的及び方法、成果の内容 

 

①目  的 

病院の感染対策において、診療報酬上の義務として多職種による週1回以上の現場のラウンドを行って

いる。現在，紙ベースの環境ラウンドチェック表を用いて，環境をチェックし，デジカメで現場の写真撮

影を記録し、その結果をラウンド終了後に，感染対策支援システムへ手入力しているが，１回のラウンド

につき，記録時間は１～２時間と長時間を要している。当初は、感染対策支援システムと連動した環境ラ

ウンドアプリケ―ションを使用し、環境ラウンド結果をリアルタイムにタブレット端末を介して行うとい

った業務効率化を目的として申請した。しかし、実際に運用をおこなうと、Mac tabletでの環境ラウンド

アプリケ―ションは、感染対策支援システムサーバーとは、さまざまなアプローチを試みたものの、OS

の違いにより連動牙が困難なことが明らかとなった。このため、外部評価において指摘を受けた手指衛生

状況の改善にMac tabletを利用することとした。具体的には、現場で直接チェックできる手指衛生観察ア

プリを使用し、ＷＨＯが提唱する手指衛生の5つの場面（患者に触れる前、清潔操作の前、患者に触れた

後、体液に曝露したとき、患者周囲の環境に触れた後）での手指衛生の現状を把握し、啓発に活用するこ

ととなった。申請当初の目的とは異なるが、タブレット端末手指衛生観察アプリによる手指衛生状況の改

善を目的とする。 

②方  法 

病棟等の現場の手指衛生状況のチェックにタブレットを利用した。 

１．1回のラウンドで現場に行く２名分のタブレットを購入した。 

２．タブレットへテルモ社製の「手指衛生観察アプリ」をインストールした。 

３． 感染制御部スタッフ２名で病棟等ラウンド時に、5つの場面の直接観察により、手指衛生状況をチェ

ックした。 

４．データの蓄積状況により部署ごとおよび職種別の遵守率を算出し、部署にフィードバック予定である。 

 

③成  果 

紙記載を、ラウンド終了後にデータ入力する時間がショートカットでき、業務の効率化がはかられた。

手指衛生観察アプリは、平成３１年２月から使用開始したため、まだ母数が不足しており、部署へのフィ

ードバックには至っていなが、部署ごと、および職種別に評価でき、遵守率およびグラフ化が可能である

ため、デジタルデータとして保存・管理・活用できる。また、直接観察を重ねるごとに職員の意識の向上

が見受けられ、手指衛生場面が増えてきたことは直接観察の効果といえる。今後も継続して活用し、アル

コール手指消毒剤の使用量とあわせて各種会議等でデータのフィードバックを行っていく予定である。ま

た、Mac アプリケーションを感染対策支援システムへ連動できるように、メーカーへ要望を伝えている。 

 

 



アプリケーション概要 

 

①職種を選択する         ②手指衛生の場面を選択する      ③手指衛生の評価を 5 つ

の選択肢から選択する 

 

 

 

 

 

 

 

 

④続けて入力するかグラフ化するか   ⑤グラフ化完成 

選択する 

データはメール添付してパソコンに送付できる。 

 

ラウンドによる手指衛生遵守率結果  ラウンド ２部署  

 

5 つの場面のうち、場面１「患者に触れる

前」、場面３「体液に触れた後」 場面５「環

境に触れた後」について直接観察を行った。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グラフ 

青：アルコール手指消毒が十分できた 

緑：流水手洗いが十分できた 

赤：手指衛生をしていない 

 

部署Ａ 

部署Ｂ 


